
　

英国ボランティア青年と交流�
「ポエムカフェ」で言葉遊び

　
　
西
澄
夫
さ
ん
（
成
香
）
が
、
洞

　
　
爺
総
合
支
所
２
階
青
年
研
修
室

で
、
高
橋
奉
己
胆
振
総
合
振
興
局
保

健
環
境
部
く
ら
し
・
子
育
て
担
当
部

長
か
ら
北
海
道
知
事
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
西
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら
現

在
ま
で
鳥
獣
保
護
管
理
員
と
し
て
活

動
。
地
域
の
巡
視
活
動
や
狩
猟
期
間

中
の
安
全
指
導
な
ど
、
自
然
環
境
の

保
全
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
28
日
に
は
、
役
場
町
長
室

で
、
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

のわだい
まち
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北海道知事感謝状受賞�
以西澄夫さん自然環境保全に貢献

　
　
葉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
詩
の
世

　
　
界
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
ポ
エ

ム
カ
フ
ェ
」（
洞
爺
国
際
交
流
協
会

主
催
）
が
、
就
学
前
の
子
供
た
ち
か

ら
高
齢
の
人
ま
で
、
約
30
人
が
参
加

し
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ポ
エ
ム
カ
フ
ェ
は
英
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
青
年
の
２
人
が
、
詩
に
興
味

が
あ
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
が
好
き
な

こ
と
か
ら
提
案
。

　
参
加
者
は
、
韻
を
踏
み
、
言
葉
を

つ
な
げ
て
詩
を
作
る
こ
と
に
夢
中
で

し
た
。

地域のスポーツ発展に貢献�
洞爺湖町体育協会表彰式

英国ボランティア青年と言葉遊びを楽しむ参加者
町長に北海道知事感謝状受賞の
報告を行った以西澄夫さん（右）

スポーツ表彰式典で表彰された皆さん

言

ス

以

地域で敬老を祝う�
成香長寿まつり

　
　
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
個
人
、
団

　
　
体
を
表
彰
す
る
平
成
30
年
度
洞

爺
湖
町
体
育
協
会
表
彰
式
が
、
洞
爺

駅
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

し
、
個
人
６
人
と
１
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

　

＜

功
労
賞＞

洞
爺
湖
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会　
宮
崎
正
治
、
竹
迫
次

光
、
清
水
春
男
。＜

ス
ポ
ー
ツ
賞＞

川
越
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム　

木
藤
大

幹
、
苫
小
牧
マ
ッ
ス
ル
ク
ラ
ブ　

齋

藤
学
。
函
館
光
洋
館
工
藤
道
場　
菊

田
真
代
。虻
田
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン
。

　
　
香
自
治
会
が
主
催
す
る
「
成
香　

　
　
長
寿
ま
つ
り
」
が
成
香
愛
郷
の

家
で
行
わ
れ
、
約
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
敬
老
の
日
の
9
月
は
、
農
繁
期
で

忙
し
い
た
め
、
農
閉
期
の
毎
年
こ
の

時
期
に
長
寿
の
祝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
の
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
町
内
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
同
好
会
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

成

地域の交流を深めた成香長寿まつり
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
町
と
地
域
総
合
交
流
協
定

　
　
を
結
ん
で
い
る
酪
農
学
園
大
学

が
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
同
大
環
境
共
生
学
類
の

新
1
年
生
1
4
0
人
を
含
む
総
勢

1
7
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、
酪
農
学
園
大
学
成
香

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
同
大
や
洞
爺

湖
町
の
紹
介
を
行
い
、
翌
日
に
は
洞

爺
湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
で
野
外
ミ
ニ
実
習
な
ど
を
実

施
。同
大
大
学
院
生
が
森
林
や
気
象
、

空
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
作
り
、
新
入
生

に
紹
介
し
ま
し
た
。

洞爺湖でミニ実習�
酪農学園大学新入生オリエンテーション

　
　
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
洞
爺
湖

　
　
温
泉
で
、
第
22
回
湯
上
り
に
乾

杯
洞
爺
湖
温
泉
銘
酒
ま
つ
り
（
洞
爺

湖
銘
酒
倶
楽
部
主
催
）
が
、
洞
爺
湖

温
泉
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
参
加
者
の
他
、
札
幌
市
や
室

蘭
市
な
ど
か
ら
約　
　
　
人
が
参
加

し
、
全
国
各
地
の
蔵
元
が
持
っ
て
き

た
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
な

ど
約
1
0
0
種
類
の
銘
酒
を
堪
能
。

　

会
場
で
は
N
O
１
ほ
ろ
酔
い
女

子
を
決
め
る
「
ぽ
ん
酒
ガ
ー
ル
」
決

定
戦
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

全国各地の銘酒を味わう
第 22回銘酒まつり

　
　
爺
湖
町
建
設
協
会
は
、
西
山
山

　
　
麓
火
口
散
策
路
の
整
備
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
同
会
会
員
と
役
場
職

員
合
わ
せ
て
38
人
が
参
加
。
訪
れ
た

観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く
散
策
で
き

る
よ
う
に
と
、
こ
の
時
期
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。

　
当
日
の
修
復
は
老
朽
化
し
た
杭
・

ロ
ー
プ
の
張
り
替
え
が
約
45
本
、
延

べ
2
0
0
㍍
、
歩
道
の
モ
ル
タ
ル

埋
め
2
0
0
か
所
。
会
員
た
ち
は
、

「
観
光
客
が
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
よ

う
に
」
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。

建設協会会員ボランティア
西山山麓火口散策路整備

　
　
ぶ
た
っ
ぺ　
春
の
う
ま
い
も
ん

　
　
市
（
と
う
や
湖
町
特
産
品
協
議

会
主
催
）
が
、
A
マ
ー
ト
と
う
や

湖
店
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
長
芋
や
あ

か
毛
和
牛
、ぐ
る
巻
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

春
雨
、
納
豆
、
ト
マ
ト
な
ど
多
く
の

特
産
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た
ホ
タ
テ
の
稚
貝
の
詰
め
放
題
に

は
、
開
始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
雪

蔵
じ
ゃ
が
い
も
（
と
う
や
）、
玉
ね

ぎ
の
詰
め
放
題
に
も
、
地
場
産
野
菜

を
買
い
求
め
る
人
た
ち
が
多
く
訪
れ

ま
し
た
。

町内の特産品が並ぶ
春のうまいもん市開催

ホタテの稚貝の詰め放題を買い求めるお客さん

空のブースの説明を聞く酪農学園大学新入生

老朽化した杭を埋める会員

観

洞

洞
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全国の銘酒を楽しむ参加者
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